
視点２多様な活動を生み出していく人中心のエリア 視点３エリア価値向上のために挑戦するエリア

視点１仙台の顔としてのエリア

視点

・空間要素としては肯定的な意見多い ・人の交流、活動は少ない

利活用コンセプト（説明資料 p19）

実験コンテンツ（説明資料 p21、別紙1-3）

ボッチャ体験 木育ワークショップ

食の多様性展示
（ハラル等）

明かりを囲んだ交流スペース

ストリートピアノの設置

畳ベンチの設置

EDENとの連携

飲食等の提供（EDENと連携含む）

市民参画イベント

仙台の個性・強みを生かす

学生によるランウェイ等の実施

学生による起業体験

よさこい祭り

仙台・東北の魅力発信
（体験ワークショップ等）

効果検証（説明資料 p22,23）

視点１ 視点２ 視点３

顔
(らしさ)

おもてなし
(包容力)

通りの認
知度

導く
(回遊性)

コンテンツ
（人との出
会い・交
流）により、
誰でも受け
入れる空間
とする

仙台の顔とし
ての、「青葉
通りらしさ」
を浮かび上が
らせる

青葉通りの
認知度を上
げる

駅や他エリ
アから青葉
通りへの動
線を増やす

・来訪者は
「おもてな
し」の感情
を持てたの
か、把握
・仙台で働
く、暮らす
人はシビッ
クプライド
（場所に対
する誇り）
を持てたの
か、把握

・実験前にイ
メージする
「らしさ」と
実験期間中や
実験後に感じ
た「らしさ」
を抽出
・実験前後で
の相違を確
認・検証

・日常的な
通行（通
勤・通学）
に変化をも
たらしたの
か、把握
（地下道含
め）
・交通機関
（新幹線や
高速バス
等）の利用
前や待ち合
わせ等の時
間を青葉通
りで持って
いるのか、
把握

・現在の動
線範囲（駅
前デッキ）
から青葉通
りへのアク
セス数を把
握
・DATEBIKE

利用者の新
設ポート利
用数・理由
を把握

出会い・
交流

居心地の
良さ

オフィス
ワーカー

学生

コンテンツ
や利用空間
で、人との
交流機会を
創出する

誰もが使いや
すそうに、過
ごせる空間と
する

オフィス
ワーカー向
けのコンテ
ンツにより、
自社企業以
外の活動
（仕事）の
場や他社と
の交流によ
り新たな価
値を生み出
せる

学生向けの
コンテンツ
により、学
校以外の居
場所（交
流・滞在）
や活躍（自
己発表・自
己実現）の
場を持てる

・コンテン
ツ等の利用
により、新
たな交流機
会を持てた
のか、把握

・利用空間で
の多様な活動
種類を時間ご
とに抽出(平
休、昼夜)

・利用者の使
い心地(感情)

把握
・来訪者の満
足度（空間、
コンテンツ
等)や来訪目
的を把握
・実験前と実
験期間中の居
心地の良さを
診断ツールに
よる定性評価

・オフィス
ワーカーの
満足度や利
用頻度を把
握

・学生の満
足度や利用
頻度を把握

隣接建物との
関係性

能動的な姿勢 優位性

沿道建物との連
携（例：飲食店
のテラス席、イ
ベント出店等）
を図る

・利用空間に能
動的に係る活動
を浮かび上がら
せる
・今後の青葉通
りでの活動への
参画意向を収集
する

ターゲット（オ
フィスワーカー
や学生）の優位
性を高める

・沿道建物との
連携コンテンツ
の利用者数・売
上げを把握
・実験と連携し
た店舗事業者の
取組み意向を把
握

・コンテンツ以
外の余白時間や
余白空間の活動
状況を把握
・能動的な参画
意向（コンテン
ツ企画の協力、
イベントの手伝
い）を把握

・沿道のオフィ
スワーカーの働
きたい意向や周
辺に通う学生の
居場所として活
用したい意向を
把握

エントランスの役割として他エリアへ導くこと

他エリアとの連携
（都心内のイベント紹介、観光

名所の案内等）

訪れる人の感情や活動を生み出す

視点１

旧さくら野ショーウィンドウ等の
壁面の活用

宮城交通の都心循環バス

持続可能な管理・運営エリア価値向上
（隣接建物との相乗効果）

視点２ 視点３

車道 車道又はバス停 沿道※視点別、実験実施個所別に整理しています。

DATE BIKEポート設置

子どもの遊び場

青空オフィス
（芝生、テーブル、イス、Wi-Fi等の設置）

学生と社会人の交流の場

凡例

※視点をキーワードに分解し、各項目に対して効果検証を図ります。 効果検証の視点 調査内容凡例

(※)

仙台の顔として人の交流、活動を活発にするべきではないか

社会実験での効果検証を将来ビジョンに反映

これまでの経過を踏まえた社会実験の内容について 別紙１－２


